
東院庭園

l¥(1J;(した京社主催|虫lを京市 )jli'Jからヲ1

む。洲浜でつくられた浅いi也、 i也に臨

む悠物と編、 Uðllijのhfì}l主など、~'H!.II ，Y
代後'I'.JUI(/)'!i.:遊会I，"，Jがl'f.lJl.された。

本文7ト72頁参照(Ji!影/杉本寺日制}

朱雀門
i担IJ;(に|則する III(接資料は、ヴr，;llll，:湖1tによ

っ てIVJ らかとなった~Pttを 'J;;-J也来、従
訂のー郎、 11:1立白と でI(II縦似を知iる従:(I

lViH鋭、k{似の瓦などである。これらの

・W)~をふまえ、現存する Î'jf~ill議、文献
!と科を参)5.・に、 ill築!と研究の成以や文化

財修復で1!}た匁l見により t刷';(01989"J.'{1 
下し、 19971，ド冬に完成した。

本文68頁参照(J世彫/1回線維)

朱雀門・東院庭園の復原事業

子詩文fl)f年t1V1998-1



漢長安城桂宮 2号宮殿の調査

祭文研 11q事/1998-1

地下室3金録

豆沼北方の調査状況
l必院 l、2、 :11波築日空 lが見える。占ニ側はjE
般のt，~Jrlで、主inN には:lt1ïの付紙錨iijtがさら
に続いていく 。(耳Lから)

本文 4-6 jヨ参照(!最影/牛問茂)

保に放いたGの級干ーが良くわかる。(北から)

l~安械の'自肢では、 j血 F蛍は米央'l;f似I)j股

とこの住吉.(2 ~}'i2Ç股だけで見つかっている 。

本文4・6頁告書照(!自影/牛島茂)

基極東方の卵石貫主水(北東から)
Ili水のコ ーナーには納長いJJ~ィ iで rlJ血を
つくり、川I!IIには文様T}J.を放いている。

本文4-6頁主主烈 (!自影/牛嶋茂)
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